
【令和３年７月】須津・浮島地区の大雨被害による 

「富士市災害ボランティアセンター」の活動報告について 

 

令和３年７月１日からの大雨により、富士市の東部地区（江尾）を中心に床上床下浸水

が発生しました。富士市社会福祉協議会は、地元町内会ならびに市や関係機関と連携し、

被災された方のお困りごとに対応するため、７月６日から７月２１日まで「富士市災害ボ

ランティアセンター」を開設しましたので、下記の通り報告いたします。 

 

■活動内容 

 （１）ニーズ調査 

・町内会役員、社会福祉法人美芳会、社協職員と浸水被害宅を中心に全戸訪問 

・困りごとの把握、災害ボランティアセンターのチラシ配布等 

 

（２）被災世帯のボランティア活動 

   ・ニーズ １４件 （延べ支援回数 ２１回） 

   ・延べボランティア活動者数 １００名 

      （内訳）市内ボランティア団体等 １０団体 ９５名 

          市内個人ボランティア        ５名 

 

■主な時系列 

7/3（土） 

12：45 防災危機管理課より 江尾地区中心に床上床下浸水多数発生情報 

 14：45 富士市社協情報共有会議 

     （県内、市内の被害共有、土日の出勤体制の確認、県、市との情報共有等） 

7/4（日） 

  9：00  現地調査 （社協職員、県本部） 

 17：00 富士市情報共有会議（社協、市民協働課、防災危機管理課） 

     （被害状況の共有、災害ボランティアセンター開設検討、ボランティア募集） 

7/5（月） 

 18：45 江尾町内会役員会議（社協、市防災危機管理課、市民協働課、県本部参加） 

     ・被害状況の共有 ・ニーズ把握について ・支援体制 

7/6（火）～ 

★災害ボランティアセンター開設 

◇ボランティア活動開始  

       ◇ニーズ調査開始     

7/21（水） 

★災害ボランティアセンター閉所  

※社会福祉協議会内のボランティアセンターで対応 
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                            静岡新聞（7月 8日） 

 

                              

 

 

 

 

                            ←富士ニュース（7月 14日） 


